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①　職員の給与と職員数

人件費の状況（一般会計当初予算）
令和
４年度
Ａ

令和
５年度
Ｂ

増減
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
C／A

令和
５年度の
人件費率

千円 千円 千円 ％ ％
846,588 823,586 -23,002 -2.72% 12.86%

職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区分
予算
計上
職員
数Ａ

給　　与　　費 １人当
たりの
給与費
B／A

給　料 手　当 期末・
勤勉手当

計
B

令和
５年度

人 千円 千円 千円 千円 千円
103 382,834 82,888 156,880 622,602 6,045

特別職・議員の給与の状況　　令和５年６月１日現在

区 分 町　長 副町長 教育長

給料月額 784,000円 631,000円 568,000円
期末手当 4.40月

区 分 議　長 副議長 常任委員長
議会運営委員長 議　員

報酬月額 305,000円 247,000円 228,000円 215,000円
期末手当 4.40月

ラスパイレス指数の状況
区 分 Ｒ２年 Ｒ３年 Ｒ４年
指 数 値 96.5 97.0 96.6
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を100とし
た場合の地方公務員の給与水準を示した数

一般行政職職員の初任給の状況	 令和５年度
区 分 新十津川町 北海道 国家公務員
大 学 卒 185,200円 185,200円 185,200円
高 校 卒 154,600円 154,600円 154,600円

一般行政職職員の給与の状況	 令和５年６月１日現在
区 分 新十津川町
平 均 給 料 月 額 313,420円
平 均 年 齢 38.9歳

期末・勤勉手当の状況	 令和５年６月１日現在
区　分 期末手当支給率 勤勉手当支給率 計
６月期 1.20月 1.00月 2.20月
12月期 1.20月 1.00月 2.20月
計 2.40月 2.00月 4.40月

部門別職員数	 各年４月１日現在

部　　門
職　員　数（人）

２年 増減 ３年 増減 ４年 増減 ５年

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議 会 2 0 2 0 2 0 2
総 務 26 ▲1 25 ▲1 24 1 25
税 務 6 0 6 0 6 ▲1 5
労 働 0 0 0 0 0 0 0
農林水産 12 0 12 0 12 0 12
商 工 6 ▲2 4 ▲1 3 0 3
土 木 11 1 12 0 12 0 12
小 計 63 ▲2 61 ▲2 59 0 59

福
祉
関
係

民 生 14 ▲2 12 ▲2 10 1 11
衛 生 8 2 10 1 11 1 12
小 計 22 0 22 ▲1 21 2 23

一 般 行 政 計 85 ▲2 83 ▲3 80 2 82

特別
行政

教育部門 13 0 13 0 13 0 13
小 計 13 0 13 0 13 0 13

公
営
企
業
等

下 水 道 1 0 1 0 1 0 1
国 保 2 0 2 0 2 0 2
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0
小 計 3 0 3 0 3 0 3

総 合 計 101 ▲2 99 ▲3 96 2 98
※ただし、令和５年は６月１日現在
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②　行政機構図

◇役場庁舎１階

◇新十津川町三役

町　長　　谷　口　秀　樹 副町長　　寺　田　佳　正 教育長　　久保田　純　史

保健福祉課　（電話番号　72-2035）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則
向井　利行

（子育て支援セ
ンター長・児童
館長）

子育て・福祉
グループ
神田　晃宏

中竹千香子

伊賀　嵩将
木村　　陸
横田　萌奈
鈴木　貴也
白木　博子

生活保護、民生児童委員、障がい者福祉、介護保険、在宅介護等
手続き、福祉機器・用具、慶弔福祉事業、児童館、放課後児童ク
ラブ、子育て支援センター、保育園、児童手当、児童扶養手当、
母子・寡婦福祉、配偶者暴力対策

社会福祉協議会 宮本　昌枝
空知中部広域連合派遣 一瀬慎太郎 	

会　計　課　（電話番号　76-3192）	
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

会計管理者
内田　　充 中澤　優里 公金の収納・支払関係

住　民　課　（電話番号　76-2130）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

長島　史和
（交通安全推進
事務局長）

津辻　政季
（滞納整理推進
事務局長）

戸籍保険
グループ
由野　　格

山下　朋之
中鉢　大地
米田　華澄
本山ひかり

戸籍、住民票、印鑑証明、火葬の許可、国民健康保険、後期高齢
者医療、子ども・ひとり親・重度心身障害者医療、国民年金、マ
イナンバーカード

町税グループ
原田　貢子

新井　康平
和田　勢波
大竹　勇毅
中澤　幸大

町道民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、
特別土地保有税、入湯税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険
料の賦課・徴収、税の諸証明、土地家屋の評価、租税教育

笹木　裕一
（交通安全推進
事務局次長）

住民活動
グループ
桃井　隆宏

佐藤　　実
小林　　洋

酒井　信裕
伊藤　颯汰
小西　健太

交通安全対策、交通安全推進団体との連絡調整、交通災害共済、
防犯、地域サポーター、防犯灯・街路灯、地域コミュニティ、行
政区活動の支援、行政区会館管理、地球温暖化対策、ごみ処理、
し尿処理、環境保全、公害対策、合併処理浄化槽の設置、畜犬登
録、墓地、消費生活、人権擁護、行政相談等、公営住宅管理、下
水道受益者負担金、下水道使用料

空知中部広域連合派遣 山田ひかる
西空知広域水
道企業団派遣 山下　隆司

◇新十津川町議会（定数11人）
　議会は、町の意思決定機関で、条例の制定、予算の議決、決算の認定、財産に関する承認などを行います。

議　長　小　玉　博　崇 副議長　西　内　陽　美

樋　坂　里　子 鈴　井　康　裕 杉　本　初　美

村　井　利　行 大　畠　光　敬 三　師　優　美

深　瀬　美奈子 工　藤　　　健 加　藤　敏　晃

◇新十津川町監査委員（定数２人）
　監査委員は、定例の監査のほか、決算の審査、現金出納の検査、公金収納の審査などを行います。

代表監査委員　　岩　井　良　道 監査委員　　奥　芝　理　郎
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◇役場庁舎２階

産業振興課　（電話番号　76-2134）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

小松　敬典

得地　史郎

坂本　　剛
(新十津川物語
記念館長・文化
伝習館長)

農林畜産
グループ
西村　幸真

上杉　明洋
植田　　遼
三浦　　樹
井上　柊太

農業の振興、基盤整備、米の生産調整、担い手対策、農業制度資
金、スマート農業、農産物のＰＲ、有害鳥獣対策、畜産振興、公
共牧場の管理運営、林業振興、治山、自然保護、山林緑化、内水
面漁業、熱供給センターの管理

商工観光
グループ
深瀬　直人

阪本　一真
齋藤　光貴

商工業振興、中小企業対策、商店街整備、観光事業振興、ふるさ
と公園、吉野公園、文化伝習館、新十津川物語記念館、企業誘致、
総合振興公社との連絡調整

ピンネ農業公社 横山　芳徳 渡辺　恵介

建　設　課　（電話番号　76-2139）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

千石　哲也

森　　直文

（志賀　史朗）

都市管理
グループ
矢野　将崇
副主幹

堀下　琢磨

新井　直樹 工事入札、建築工事、建築確認申請、建築基準法に関する相談・
指導、都市計画

土木グループ
松原　智宏 萩原　　晶 板倉　和彦

我孫子　奨

道路占用、河川占用、道路台帳、道路・橋・河川・災害復旧工事、
道営土地改良事業、農道整備、林道管理、道路の維持・除排雪、
水防対策、河川・都市公園の維持管理、下水道の維持管理、街路・
都市公園の工事

技術長
（千石　哲也）

技術次長
志賀　史朗 土木建築工事の検定、調査設計業務の検定

総　務　課　（電話番号　76-2131）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

久保田篤司

佐藤　武久 総務グループ
池田　雄介

小木　浩亮
佐々木貴大
田村　春菜

秘書、情報公開、表彰、選挙、職員の人事・給与・研修・福利厚
生、条例、規則、公文書、日直、町史、消防、自衛隊

竹村　大樹

財務・情報
グループ
政所　正人
副主幹

松尾　昭彦

白崎　義人
箕田　和久
大西　達矢
安原　汰一

町の予算・決算、基金・積立金管理、町補助金、町有地管理、車両・
物品管理、ＩＣＴ推進、ネットワークセキュリティ、統計調査

企画調整
グループ
新居　剛紀
副主幹

矢野　文隆

梨木　　淳
安田　理人
日口　菜穂

町の政策立案、執行方針、まちづくり人材育成、定住促進、土地
利用、広報誌の作成・配布、報道機関との連絡調整、ふるさと応
援基金

災害対策
事務局

事務局長
（竹村　大樹）

事務局次長
（矢野　文隆）

避難救助物資管理、自主防災組織の強化・育成、避難支援体制の
充実、国民保護計画、避難対策、防災無線放送、防災無線施設の
維持管理

事務局員
（新居　剛紀） （梨木　　淳）

（安田　理人）
（日口　菜穂）

デジタル化
推進事務局

事務局長
（竹村　大樹）

事務局次長
（政所　正人）

町の業務のデジタル化の推進、ドローンの活用事務局員
（新居　剛紀）
（池田　雄介）

（白崎　義人）（安原　汰一）

農業委員会事務局　（電話番号　76-2135）	 （　）は兼務職
事務局長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容
(小松　敬典) 平川　宏之 穴吹　理絵 農地利用・調整・転用、農家台帳、農業者年金
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◇ゆめりあ

◇役場庁舎３階
議会事務局　（電話番号　76-3191）	
事務局長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容
窪田　謙治 松浦　拳斗 議会に関する業務

教育委員会事務局　（電話番号　76-4233）	 （　）は兼務職

保健福祉課　（電話番号　72-2000）	 （　）は兼務職

教育次長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

鎌田　章宏
(総合健康福祉
センター長)
(図書館長)

加藤　和仁
（開拓記念館長）

学校教育
グループ
戸出　雄基

鷲尾　奈美 蒲原　　葵
飯坂　真斗

教育委員会の開催、学校施設・教員住宅の管理、学校教育課程、
教科書、教育計画、教職員の研修・福利厚生、奨学金、スクール
バスの運行管理、学校医

社会教育
グループ
大山　幸成
副主幹

丸　　義史

浅野　幹人
川田　一仁
辻　翔太郎
北　　翔斗

生涯学習、社会教育団体、青少年育成、芸術文化活動の普及・奨
励、文化財保護、開拓記念館、体育振興、体験学習、社会教育施
設の管理、生涯スポーツ、文化振興、文化活動団体、総合健康福
祉センターの管理、ふるさと学園大学、ゆめりあ部会、高齢者生
きがい対策、体力増進、図書館の管理

社会教育
主事

（大山　幸成）
社会教育活動の指導・助言

学校給食
センター

学校給食
センター長

（加藤　和仁）
沼田　正行 学校給食センターの運営管理、栄養管理

課　長 主　幹 グループ長等 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則 石井　秀紀
健康推進
グループ
栗山　久枝

白石　隆之

澁谷　綾華
勝見　梨恵
荒木　歩美
（岡田　理恵）
後藤　七海
岩崎　優乃
野原菜々子

母子健康手帳の発行、妊産婦・乳幼児健診・相談・教育、成人・
高齢者健診・相談・教育、感染症予防、予防接種、栄養相談、食
品衛生

子育て世代
包括支援
センター

センター長
（石井　秀紀） （栗山　久枝） （白石　隆之）

（澁谷　綾華）
（勝見　梨恵）
（荒木　歩美）
岡田　理恵
（後藤　七海）
（岩崎　優乃）
（野原菜々子）

妊娠・出産・育児に関する相談
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③　令和４年度外部評価結果報告（令和３年度事業）

◎外部評価とは
　町では、行政運営の成果を経済性、効率性、有効性
などから分析して評価し、業務を見直し、改善してい
く行政評価を平成14年度から進めています。
　そのひとつが外部評価で、総合行政審議会（総務部
会）委員が、行政内部だけでは気付きにくい課題や住
民と行政の意識の違いなどについて検証を行っていま
す。
　行政事務のチェックは、町の監査委員が法令などに
基づき専門的な観点から監査を行っていますが、外部
評価はあくまでも住民の視点・感覚から町の施策や事
業を評価するという点で趣旨が異なります。

【総合行政審議会（総務部会）委員】
部 会 長　小野　由貴さん
副部会長　酒井　雅彦さん
委　　員　寺島　　敏さん　入井　智恵子さん

天野　洋子さん　藤田　琢磨さん
西野　　希さん　平山　泰行さん
髙野　智樹さん　西田　宜央さん
（住民生活部会より出席）
笠井　正憲さん　山本　裕子さん
大井　義雄さん　岡下　博樹さん

◎外部評価の実施
　令和４年度は、６月から７月にかけて合計５回の部
会を開催し、外部評価を行いました。
　評価の対象は、町が令和３年度に取り組んだ59施策
のうち12施策となっています。（次ページ以降）

◎外部評価の方法
　担当職員が作成した評価シートや担当職員との意見
交換などにより、目標に対する事業の効果について評
価を行い、今後の方向性や改善すべき点について提言
を行っています。

◎総合行政審議会の総括意見
　令和３年度も前年に引き続き、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、多くの人が集うイベ
ントの中止や開催規模の縮小を余儀なくされまし
た。
　新型コロナウイルスが依然として猛威を振るっ
ており、感染者数増加による第７波の到来が懸念
されています。国内では３回目、４回目とワクチ
ン接種が進み、『withコロナ』として、感染対策
を取りながら日常生活を送る新しい生活スタイル
が国民に浸透しつつあります。
　少しでも早くコロナウイルス感染症の収束を願
うばかりですが、感染対策をとりながら、国民が
安心に過ごせる日常生活を取り戻すことを期待し
ています。
　さて、令和３年度は、平成24年度から10年計画
でスタートしました第５次総合計画の最終年度で
した。これまでの10年間の取り組みについて振り
返り、令和４年度からの第６次計画の推進に反映
し、住みやすいまちづくりに取り組んでいただき
たいと思います。
　今回の外部評価ですが、令和３年度に実施され
た59施策のうち12施策の目標達成に向けた各種事
業の取り組み状況について、理解を深め、評価を
行いました。
　今回の外部評価での意見や要望をはじめ、町民
から寄せられる声に耳を傾け、今後の行政運営に
活用していただきたいと思います。
◆事務事業を進めていくにあたり、その事業に直
接関わっている町民や利用者のニーズの聞き取
りを行いながら事業展開を進めてください。
◆新型コロナウイルス感染症により、多くの事業
が中止となりましたが、今後は、感染対策をと
りながら事業の実施や代替事業などの取り組み
を進めてください。

　まちづくりに関する諸方策について、体系的かつ総合的
に審議し、推進するために設置され、公募委員と有識者委
員の20名で構成されています。
　審議会には、保健福祉・住宅・環境施策を審議する住民
生活部会と、行政評価を審議する総務部会の２つの部会を
設置しています。

ワンポイント～総合行政審議会とは～

◎外部評価の結果
　総合行政審議会から、全体を通しての総括意見と各
施策に対する個別の意見が報告されました。町では、
評価結果を踏まえて今後の取り組み方針を決定し、改
善できるものから速やかに対応していきます。
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外部評価調書【令和３年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和３年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

環
境
の
保
全

し
尿
処
理
体
制

の
整
備

◆合併浄化槽（し尿と生活雑排
水を処理する設備）設置に対
する補助金の交付
◆し尿や浄化槽汚泥などの収集

①浄化槽法定検査の受検率が低いので、検査の必要性を知ってもらうよ
う周知に取り組む必要があると思います。

生
活
基
盤
の
充
実

公
園
・
緑
地
の
整
備

◆住民との協働による公園管
理、専門業者による公園遊具
の定期点検
◆新十津川駅跡公園の整備

①公園にボールの壁当てができるような塀を設けると新たな遊び方がで
きると思います。
②公園の遊具を更新する際は、小学生などから意見を聞くとよいと思い
ます。
③新十津川駅跡地は、駅があったシンボルを残して、町民が親しみやす
く使いやすい公園にしてほしい。

交
通
環
境
の
充
実

除
排
雪
体
制
の
整
備

◆除雪機械・除雪センターの維
持管理
◆早朝除雪（道路186㎞、歩道
13㎞）、排雪、雪捨て場の運
営

①本町は他市町に比べて道路の除排雪は充実していると思いますので、
今後も今の水準を保ってもらいたい。
②子どもの登校時間に歩道の除雪がされていないことがあるので、ス
クールバスの時間に間に合うように除雪をすることで、子ども達の安
全確保につながると思います。※国道管理歩道
　　また、中学校前の道路の雪壁が高くなっており、生徒の通学路なの
で排雪回数を増やしてもらいたい。（北海道管理歩道）
③除雪の負担を少しでも軽減するために、融雪槽設置費用助成の復活や
除雪機購入補助を検討するのもよいと思います。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
社
会
参
加
の
促
進

◆施設などでの昼間の活動を支
援、共同生活などの住まいの
場を支援
◆在宅訪問による家事の援助や
外出時の移動等を支援

①障がい者の方からニーズを聞いた形での事業展開を行ってほしい。
②身障福祉協会の会員減少対策について、助言など協力して進めていく
ことが必要です。
③保健師からの通園センターの利用提案について、通園が必要と思われ
る児童の保護者に対して、継続して必要性を伝えていくことが重要だ
と思います。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
充
実

◆ふるさと学園大学を３回開
催、卓球などの「ゆめりあ部
会」の活動を支援
◆「シニアいきいきクラブ」を
４教室開催

①ふるさと学園大学では難しい話の座学は辛いので、より興味を引く講
義を検討して欲しい。運動講座の人気が高いので回数を増やすことで
参加者の増加につながると思う。また、高齢者を対象としたスマホ教
室を実施するのも良いと思います。
②事業を中止するだけではなく、ステイホームでできる事業を含め、代
替事業を実施するのもよいと思います。また、地域に出向く事業展開
も検討してはどうでしょうか。
③ふるさと学園大学やゆめりあ部会の参加者の減少は、外へのアピール
があまりないことも要因と考えられるので、活動の成果を外に発信す
る場があれば良いと思います。

健
康
づ
く
り
の
推
進

疾
病
予
防
対
策
の
充
実

◆妊婦・中学生以下を対象に、
インフルエンザ予防接種費用
の無料化
◆65歳以上の高齢者を対象に、
肺炎球菌ワクチン予防接種費
用の無料化

①子どもの予防接種に関するチラシがあるが、種類も多いため、チラシ
のサイズを大きくするなどよりわかりやすい工夫をして、保護者に安
心感を与えてほしいです。
②休日に風しん予防接種を受けることができると受診しやすくなると思
います。
③予防接種の副反応で、健康被害があった場合の相談先を知らない人も
いるので広報などで広く周知するのもよいと思います。
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町担当の所見 担当課

①現在も浄化槽法定検査の受検及び検査の必要性については、町広報誌やホームページで周知を行って
いますが、今後は環境保全の必要性を強調し更なる周知に努めていきます。

住民課

①②令和７年度に新たな公園長寿命化計画を作成する予定ですので、今回のご意見を踏まえて計画の作
成を進めていきます。
③駅跡地公園は令和５年10月に完成予定です。札沼線があった名残として既存のプラットホームや一部
のレールを残しつつ、旧鉄道敷地を園路にし沿線に桜を植栽して、町民の皆さんが気軽に利用でき親
しみある公園となるように整備を進めていきます。

建設課

①今後も現在の除排雪水準を保てるよう努めますので、町民の皆さんも除排雪へのご理解とご協力をお
願いします。
②この箇所はどちらも町が管理する道路でないことから、管理者である国や北海道に今後も継続して改
善を要望していきます。
③過去に融雪槽設置助成に係る住民アンケートを実施した結果、一定のニーズはあるものの、地下水位
低下の懸念から融雪槽設置助成は難しいです。また、除雪機械購入補助についても、購入後の除雪機
利用や保有状況などを把握することが困難なため行う予定はありません。現在ある除雪サービスをご
利用ください。

建設課

①専門知識を持つ障がい者支援事業者、社会福祉協議会、障害者自立支援協議会等と連携し、障がい者
（児）の生活の質の向上や介護される方の負担軽減のためのニーズ等を把握し、支援の充実に努めて
いきます。
②障害があっても住み慣れた地域で安心して暮らせることは重要です。障害のある方が相互に理解し合
い、団体の活動目的である障害のある方の生活自立と社会参加につながるよう、会員確保に向けた協
力と支援を行っていきます。
③早期発見による適切な療育によって効果が得られた児童も見受けられます。今後も母子保健担当と児
童の保育や教育に関わる機関との連携により、療育が必要とされる児童に対して積極的にアドバイス
を行っていきます。

保健福祉課

①１日のメニューに座学と体を動かす講座を組み合わせるなど、内容を見直していきます。
②ウィズコロナを見据えて、不特定多数との接触を避け、交流範囲を限定した形での事業の実施が可能
か検討していきます。また、出張事業の拡充に向けて、高齢者福祉関係機関との連携を図っていきます。
③コロナ禍により発表の場が縮小されていましたが感染対策をしながら発表会なども復活しつつありま
す。老人クラブに協力を依頼して団体の活動内容のＰＲを行うとともに、ニーズ調査を行い参加しや
すい内容となるように事業内容の見直しを行っていきます。

教育委員会

①子どもの予防接種しおりは、母子手帳に入れていつでも見ることができるサイズにしていますが、そ
のしおり以外に、カラー版でＡ４サイズのものを新生児訪問時に配布し、保護者にはよりわかりやす
く安心して予防接種が受けやすいように工夫していきます。
②男性の風しん予防接種は、まず先に風しんの抗体検査を受ける必要があり、土・日曜日にゆめりあで
実施する集団健診で受けることができます。予防接種は土曜日に接種できる医療機関もありますので、
今後もさらに周知を図っていきます。
③予防接種の健康被害に関しては、相談先は、役場（保健福祉課健康推進グループ）になります。各予
防接種の説明書には、副反応や相談先などを記載していますが、安心して接種できるように今後も広
く知ってもらえるよう周知していきます。

保健福祉課
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外部評価調書【令和３年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和３年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

農
業
の
振
興

農
業
者
の
育
成

◆ＧＰＳ田植機や農薬散布用
ドローンの購入に対して助
成し、スマート農業を推進
◆新規就農者に対して補助金
を交付し、今後の営農活動
の定着に向けた推進・支援

①南空知では新規就農を支援する体制ができている町が多い。本町も就農
を支援・指導する体制を強化していくことが重要だと思います。
②Ｕターンも含めて新規就農者は家族連れが多いことから、子どもの体調
不良時の預かりや保育園などの子育て環境が整備されていると農業者に
とって働きやすくなります。
③子どもたちに農業の魅力や重要さを知ってもらえるようＰＲに取り組ん
でいただきたい。

商
工
業
の
振
興

農
商
工
等
連
携
体
制
の
確
立

◆奈良県、十津川村との協定
により奈良県内や東京都新
橋のお店で農産物を販売
◆札幌などにおけるイベント
等での農産物や特産品のＰ
Ｒ・販売

①地域おこし協力隊の募集形態で自由型やミッション型があり、最近は
ミッション型が多いと思われるが、交互にローテーションで募集するの
はどうか。
②地域おこし協力隊へ国からの支援がなくなったとしても、町独自で支援
を行っている自治体もある。新十津川町も町独自で支援を続けるのはど
うか。そうすることで定住等へつながるのではないか。

防
災
体
制
の
充
実

地
域
防
災
力
の
向
上

◆自主防災会と連携した防災
研修の開催
◆避難所用に感染症予防対策
物品（間仕切りなど）の購
入

①災害を想定した実践的な訓練（冬季訓練やサバイバル訓練など）も検討
してほしい。
②家庭用防災備蓄品で準備すべき物や量がわかるようにサンプル展示があ
れば、良いのではないか。

生
活
安
全
体
制
の
充
実

消
費
者
対
策
の
充
実

◆滝川地方消費者センターへ
の業務委託による消費者生
活相談を実施
◆悪徳商法などの被害防止チ
ラシの作成配布

①詐欺の被害を受けた方で、自分から言い出せないまたは気づいていない
潜在的な被害者もいることから、具体例を挙げて周知するような取り組
みを行ってはどうか。
②小中学生がインターネットを使う機会が増えており、インターネットで
の詐欺が巧妙化しているので、子どもに向けた詐欺防止の講義を進めて
ほしい。

社
会
教
育
の
充
実

社
会
教
育
活
動
の
推
進

◆成人式の開催、青年団・女
性団体の活動支援、改善セ
ンターの施設管理
◆青少年の学校外活動の場や
機会を提供するため体験学
習会の開催

①母村交流事業について、中学生は部活動などで参加しにくいので、対象
を小学生のみにしてはどうか。
②新型コロナで体験事業などの参加型事業が中止になりましたが、今後は
感染対策を取りながら実施してほしい。
③コロナ前の活動に戻れるよう、事業を展開していただきたい。

行
政
の
効
率
的
な
運
営

行
政
事
務
の
効
率
化

◆職員のスキルアップ研修、
新庁舎の建替工事、行政評
価制度による事務の改善
◆公募と有識者委員で組織す
る審議会を設置し、町の事
業などを審議

①継続する事業は、完結するまで人事異動せずに同じ職員を配置しておく
ことが効率化につながると思います。
②作業の効率化だけでなく、デジタルを利用するなど職員の仕事のやり方
も変えることで効率化につながると思います。
③効率化だけでなく、通信障害や停電に備えた適切な準備が必要と思いま
す。
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町担当の所見 担当課

①ピンネ農業公社が中心となって新規就農の支援事業を展開しています。ホームページなどにより各種
支援内容をＰＲし、より多くの方が新十津川町での新規就農に興味を持ってもらえるように努めてい
きます。
②農業者に特化した子育て支援や子どもの体調不良時の預かりはありませんが、保育園や子育て支援セ
ンターなど、町の子育て支援制度を有効に利活用してください。
③小学校や中学校の授業でスマート農業などの最新の農業を紹介し、職業としての農業の魅力を伝える
とともに、新十津川で作られた農産物を給食で食べてもらい、その美味しさや食への感謝の気持ちを
育んでもらうよう、食育にも努めていきます。

産業振興課

①地域おこし協力隊については、切れ間なく採用することが目的ではなく、今後においても必要な事業
や課題解決のための必要があれば地域おこし協力隊を募集し、採用していきたいと考えています。
②協力隊の制度は、都会から地方への「定住」も目的の一つですが、定住だけを目的に採用をする考え
はありません。また、国の制度の期間を超えて町独自で元協力隊員に支援を続けることは、定住等へ
の効果が高い面があると思われますが、公平性の観点から現実的には容易ではありません。本町にお
いては、例えば定住であれば住宅取得に対する助成、起業であれば店舗整備に対する助成などが充実
していますので、それらを活用いただき定住等に繋がっていくことに期待しています。

産業振興課

①コロナ禍のため、近年の防災訓練が実施できていませんので、今後、そういった訓練も検討していき
ます。
②公共施設、イベントの機会にそういった家庭用の備蓄品の展示を進めていきます。 災害対策

事務局

①現在も行政区を通じて、消費生活啓発チラシ等で、詐欺などの注意喚起を実施していますが、今後は
このチラシの掲載内容に具体例を記載するなどして、更なる注意喚起に努めていきます。
②小中学校や社会教育団体と協議し、子どもを対象とした消費生活の講義の開催を検討するとともに啓
発チラシを配布して周知に努めていきます。 住民課

①小学５年生では他の活動との兼ね合いで参加できない場合もあり、そのような児童生徒も参加できる
よう中学２年生の募集も行っています。参加機会をできるだけ広げるため、今後も現在の参加対象を
継続していきます。
②③国・道の対策に即した感染対策や実施方法の見直しに努め、安全・安心な事業実施に努めていきます。 教育委員会

①人事異動は人材育成につながるものであり、計画的に進めています。また、職員は複数の事業を同時
に進めているため、一斉に事業が終わらず、異動のタイミングがない場合もあります。職員間で事業
の共有を図り、異動しても事業の進捗に影響がない形で進めていきます。
②令和４年度からデジタル化推進委員会を設置し、ご意見のとおりデジタル化も含めた効果的な事務の
効率化を進めていきます。
③非常用発電機の保守点検のほか、通信障害対策に関する最新の情報を収集し、適切な対策を講じてい
きます。

総務課
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④　公共施設など　電話番号・ＦＡＸ番号

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

役
　
場
　
庁
　
舎

住 民 課 76-2130

76-2785

保 健 福 祉 課 72-2035

会 計 課 76-3192

総 務 課 76-2131

建 設 課 76-2139

産 業 振 興 課 76-2134

農 業 委 員 会 76-2135

議 会 事 務 局 76-3191

保健福祉課・ゆめりあ 72-2000 72-2006

教育委員会・ゆめりあ 76-4233 76-3223

地域包括支援センター・みらいえ 72-2030 76-3505

新 十 津 川 保 育 園 76-2419 76-2871

児 童 館 76-2402 76-2402

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 72-2088 72-2088

放 課 後 児 童 ク ラ ブ 76-2626 76-2626

新 十 津 川 幼 稚 園 76-4152 76-4003

新 十 津 川 小 学 校 76-2505 76-3477

新 十 津 川 中 学 校 76-2161 76-2162

新十津川農業高等学校 76-2621 76-2292

給 食 セ ン タ ー 76-2528 76-2671

図 書 館 76-3746 76-4641

武 道 場 76-4098 ―

総合振興公社・物産館 76-3141 76-3126

サ ン ヒ ル ズ ・ サ ラ イ 76-3000 76-3036

新 十 津 川 物 語 記 念 館 76-2995 76-2995

文 化 伝 習 館 76-2991 76-2992

開 拓 記 念 館 76-2622 ―

風の美術館（かぜのび） 73-2600 ―

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

吉野地区活性化センター 73-2632 73-2632

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 76-3390 76-3390

ス ポ ー ツ ク ラ ブ 76-3470 ―

そ っ ち 岳 ス キ ー 場 76-2075 ―

温 水 プ ー ル 76-2925 ―

サンウッドパークゴルフ場 76-2500 ―

西空知広域水道企業団 76-2486 76-3660

消 防 支 署 76-2619 76-3716

除 雪 セ ン タ ー 76-4302 ―

中空知衛生施設組合（リサイクリーン） 75-3800 75-3801

空 知 中 部 広 域 連 合 66-2152 66-2138

社 会 福 祉 協 議 会 76-2600 76-3505

新 十 津 川 町 駐 在 所 76-2610 ―

花 月 駐 在 所 74-2012 ―

大 和 駐 在 所 76-2573 ―

新 十 津 川 郵 便 局 76-2560 76-2064

橋 本 郵 便 局 76-2960 76-2912

石 狩 大 和 郵 便 局 76-2901 76-2094

石 狩 吉 野 郵 便 局 73-2121 73-2465

花 月 郵 便 局 74-2400 74-2530

新 十 津 川 町 商 工 会 76-2571 76-4445

ピ ン ネ 農 業 公 社 72-2022 76-4102

新規就農者技術修得センター 76-4257 76-4257

農林産物加工センター 73-2077 73-2078

空知農業改良普及センター中空知支所 74-2281 74-2285

新 十 津 川 土 地 改 良 区 76-2261 76-3336

札幌開発建設部滝川河川事務所 76-2211 76-2181


